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はじめに

 「オラか、オラは婿取りだから小さい時からたばこの仕事は手伝わされてきた。雨が続
けば、この床に火を焚いて、火事にならんようにトタンかぶせて。幹干しだな、3段、
いや4段に吊って干したかな。昔はここも藁ぶきだったよ。子供は三人いるが、みんな
たばこで大きくなったようなもんだ。」
　
今は納屋となってしまった水府葉の乾燥室の中で
ひとりの老婆が昔を懐かしむように語る
消えゆく葉たばこ農家
朽ち果てていく乾燥室
産地の記憶はいつもこの小屋とともにあった

　畑から収穫した葉たばこは、農家の手によって乾燥の仕上げ作業を行い出荷された。ど
んなに丹精込めて収穫した良質の葉たばこであっても、乾燥作業を誤れば途端に商品とし
ての価値は下がる。農家にとってこの乾燥作業は葉たばこの熟成を促し、品質を高めるた
めの作業であり、干した葉たばこの吊り換えや何日も夜を徹しての温度管理など手間のか
かる、また全神経を注がなければならない作業であった。その作業を行ったのが乾燥室。
それは、葉たばこの種類によって構造が異なり、細かい点を見れば時代や農家によっても
差異があった。

　TASCでは廃作の進行とともに失われつつある葉たばこ農家のシンボルともいえる葉た
ばこ乾燥室の画像を保存することとした。書籍に掲載されたものも含め、撮影した全国の
乾燥室を付属のDVDに収めた。一つの産業遺産として葉たばこ作りという営みに想いを巡
らせ、また、実用から生まれた造形美を愉しんでいただければ幸いである。

　本研究は、TASC専務理事／研究所長 清田康之、特別研究員 千葉信一が担当した。
　写真は主として千葉が撮影したものを使用したが（台湾は清田が撮影）、一部に各地の葉
たばこ耕作組合・個人から寄せられた写真、文献に載せられた写真も含まれる。
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●常陸太田市／昭和43年の建設

●常陸太田市／戦後の建設

●常陸太田市

●常陸太田市

●常陸太田市

●常陸太田市
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●井原市／昭和20年代中頃の建設（西日本たばこ耕作組合提
供）

●倉敷市／昭和20年代後半の建設（西日本たばこ耕作組合提
供）

●高梁市（西日本たばこ耕作組合
提供）

●倉敷市／昭和20年代
後半の建設（西日本た
ばこ耕作組合提供）

●勝田郡勝央町／昭和
30年代前半の建設（西日
本たばこ耕作組合提供）

●小田郡矢掛町／昭和20年代末の建設（西日本たばこ耕作組合提供）

●小田郡矢掛町／昭和20年代末の建設／4坪建てと2坪建ての
併設（西日本たばこ耕作組合提供）

●久米郡久米南町／昭和30年代前半の建設（西
日本たばこ耕作組合提供）


